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　国土交通省が選ぶ本年度の手づくり郷土賞の地
域活動部門に、南越前町の「アカタン砂防歴史遺
産利活用」―田倉川と暮らしの会（伊藤喜右ェ門
会長）―が選ばれ、昨年 12月 21 日、国土交通省
から認定証の伝達を受けました。

　

田
倉
川
へ
と
注
ぐ
渓
流
・
赤
谷
川
（
通
称
ア
カ
タ
ン
）
に
は
、
明

治
期
に
造
ら
れ
た
土
の
堰
堤
２
基
と
石
積
み
の
堰
堤
７
基
、
計
９
基

か
ら
な
る
堰
堤
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
ア
カ
タ
ン
砂
防
で
す
。 

明
治
時
代
（
約
110
年
前
）
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
。

そ
の
後
、
災
害
防
止
の
た
め
に
県
内
砂
防
事
業
の
先
駆
け
と
し
て
築

か
れ
、明
治
33
（
１
９
０
０
）
年
か
ら
７
年
が
か
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

流
域
住
民
が
総
出
で
、
男
性
は
木
の
ソ
リ
で
石
を
運
び
、
女
性
は
突
き

棒
で
土
を
た
た
き
固
め
た
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
も
、
高
さ
３
〜
10
ｍ
の

石
組
み
堰
堤
が
ほ
ぼ
完
全
に
当
時
の
姿
を
保
っ
て
９
基
並
び
、
平
成
16

（
２
０
０
４
）
年
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
は
「
先
人
が
残
し
た
遺
跡
を
調
べ
よ
う
」

と
地
元
の
住
民
グ
ル
ー
プ
「
田
倉
川
と
暮
ら
し
の
会
」
が
、
古
文
書

を
調
べ
、
現
地
調
査
を
重
ね
て
、
２
年
が
か
り
で
堰
堤
群
を
発
掘
し

ま
し
た
。
会
で
は
、
草
刈
り
な
ど
の
維
持
活
動
や
散
策
路
、
案
内
板

の
整
備
に
取
り
組
み
、

ア
カ
タ
ン
一
帯
を
リ
ト

リ
ー
ト
た
く
ら
を
中
心

に
屋
根
の
な
い
博
物
館

「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
と
し
て
と
ら

え
、
遺
跡
見
学
会
や
土

砂
災
害
に
関
す
る
防
災

教
育
、
小
中
学
生
の
自

然
学
習
、
地
域
と
都
市

住
民
の
交
流
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
認
定
は
、
こ

れ
ら
の
積
極
的
な
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、
国
交
省
で
は
選
定

さ
れ
た
活
動
や
場
所
を
冊
子
に
ま
と
め
る
ほ
か
、
地
域
づ
く
り
情
報

サ
イ
ト
で
全
国
に
紹
介
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。伊
藤
会
長
は「
受

賞
し
て
か
ら
、
県
外
か
ら
多
く
の
問
合
せ
が
あ
り
ま
す
。
南
越
前
町

に
こ
の
よ
う
な
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
町
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
い
、
町
の
大
事
な
財
産
と
し
て
引
き
継
い
で
も
ら
え

れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
さ
れ
、
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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